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はじめに  1 

はじめに 

 子どもの読書活動は、「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を

豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことので

きないもの」であり、そのための環境を社会全体で積極的に整備していくこと

は極めて重要です。 

 しかしながら、テレビやゲーム、インターネット、携帯電話等の様々な情報

メディアの発達・普及により子どもの生活環境は大きく変化し、さらには、幼

児期からの読書習慣の未形成などにより、子どもの「読書離れ」が進行し、そ

の影響が懸念されます。 

 こうした中、国は、平成１３年１２月の「子どもの読書活動の推進に関する

法律」の制定後、翌年８月には法に基づく基本計画を策定し、各自治体におい

ても「子ども読書活動推進計画」を策定し、推進に努めることとしました。さ

らに、平成２０年３月及び平成２５年５月に、一定の成果があったものの、依

然として学校段階における差が生じているなど課題が残ることや、法整備等の

環境の変化を踏まえ、第２次、第３次となる基本計画を策定しました。 

 一方、本市では、平成１６年３月に第１次となる「千葉市子ども読書活動推

進計画」を、また、平成２３年３月には第２次となる計画を策定し、様々な施

策に取り組んでまいりましたが、国と同様に一定の成果はあったものの課題も

残ることから、これまでの取り組みの成果と課題の検証を踏まえ、今後の基本

方針を定めた、第３次の「千葉市子ども読書活動推進計画」を策定することと

しました。 

 引き続き、子どもたちが自主的に読書をする習慣を身に付け、本との出会い

や感動を通して知識を深め、豊かな感性を磨いていくことができるような読書

文化を地域に根付かせるべく、本計画に基づき、子どもの読書活動に関する施

策を総合的かつ計画的に推進してまいります。
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2  第Ⅰ章 第２次計画における状況 

 

 

子どもの読書離れが憂慮される中、本市では、平成２３年に第２次となる子

ども読書活動推進計画を策定し、１４２の事業を展開しており、平成２６年度

までの状況で、約８割の事業が予定どおり実施されています。 

また、第２次計画では、５つの課題とその解決の進捗状況を図るため、４つ

の目標とする数値を定め、計画を推進してまいりました。 

しかしながら、その課題の一つである「学校段階が進むにつれて読書離れが

進む傾向」は、国の第３次計画でも引き続き課題とされており、子どもの自主

的な読書活動が必ずしも定着しているとは言えません。 

子どもの自主的な読書活動を定着させるためには、幼少期からの読書活動を

文化として根付かせることが重要です。そのために、発達の段階に応じた取り

組みを推進するとともに、読書に親しめるように配慮した環境の整備等に積極

的に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ章 第２次計画における状況 

国：平成１３年１２月 「子どもの読書活動の推進に関する法律」制定 

国：平成１４年 ８月 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

県：平成１５年 ３月 「千葉県子どもの読書活動推進計画」策定 

市：平成１６年 ３月 「千葉市子ども読書活動推進計画」（第 1次）策定 

国：平成２０年 ３月 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第二次）策定 

県：平成２２年 ３月 「千葉県子どもの読書活動推進計画」（第二次）策定 

市：平成２３年 ３月 「千葉市子ども読書活動推進計画」（第２次）策定 

国：平成２５年 ５月 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第三次）策定 

県：平成２７年 ３月 「千葉県子どもの読書活動推進計画」（第三次）策定 

 

経 緯 
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第Ⅰ章 第２次計画における状況  3 

１ 主な取組 

（１） 子ども読書講座の実施 

（２） ブックスタート事業の実施 

（３） ブックスタート事業推進ボランティア研修の実施 

（４） 地域おはなしボランティアスキルアップ研修の実施 

（５） 子どもへの本の読み聞かせに関する講座の実施 

（６） 公衆無線ＬＡＮサービスの提供開始 

（７） 地区図書館ヤングアダルトコーナーの設置 

（８） 放課後子ども教室でのおはなし会の実施 

（９） 小中学校での全校一斉読書の実施 

（10） １２学級以上の全小中学校への司書教諭有資格者の配置 

（11） 全小中学校への学校図書館指導員の配置 

２ 成果（目標とする数値に対する状況） 

① 児童書貸出冊数【千葉市の図書館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度から２５年度の児童書の貸出冊数は、小学生の児童数の減少に

比例し、減少しています。しかし、「子育てコーナー」を設置したことや、夏

休みに合わせ、学校を通じて小学１年生から３年生に配布した「まほうの読書

ノート」の効果により、２６年度には増加に転じています。 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
平成27年度 

(目標数値) 

冊数 1,300,826 1,261,905 1,233,622 1,174,365 1,218,605 1,370,000

児童数 52,188 51,892 51,021 50,352 49,826
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4  第Ⅰ章 第２次計画における状況 

② 団体貸出用資料の貸出冊数【千葉市の図書館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２１年度から中学校向けセット貸出及び地区図書館での受け渡しを開

始したことにより、貸出冊数が計画初年度から２６年度まで目標とする数値を

上回っています。 

③ 児童生徒の一人当たり２週間の平均読書冊数【千葉市児童生徒の読書量調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学生については、平成２３年度から減少傾向が続いています。また、中学

生については、平成２５年度まで若干増加し、平成２６年度に落ち込みが見ら

れます。 

 これは、パソコンやスマートフォンなどの電子メディアの普及や、習い事な

どにより家庭での読書の時間がうまく確保できていないことが考えられます。 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
平成27年度 

(目標数値) 

冊数 20,731 23,094 23,389 24,016 23,674 23,000
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（目標数値） 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
平成27年度 

(目標数値) 

小学生 15.3 15.5 15.0 14.5 12.3 15.0

中学生 6.3 5.9 6.0 6.2 4.7 8.0
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第Ⅰ章 第２次計画における状況  5 

④ 学校以外で１週間にどのくらい読書をするかに対し「読まない」と回答す

る児童生徒の割合【千葉市学力状況調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この数値は、読書に親しむ児童生徒の割合が増えれば数値が減少し、本市の

小学５年生及び中学２年生は、２３年度から減少傾向にあります。 

しかし、目標とする数値からは遠い状況です。 

これは、「③ 児童生徒の一人当たり２週間の平均読書冊数」と同様、パソコ

ンやスマートフォンなどの電子メディアの普及や、習い事などにより家庭での

読書の時間がうまく確保できていないことが考えられます。 

３ 課題 

第２次計画により児童書貸出冊数が減少から増加に転じたことや、団体貸出

冊数が計画初年度から目標とする数値を上回るなど、一定の効果が認められま

すが、引き続き以下の課題に対応する必要があります。 

（１）学校段階が進むにつれて読書をしなくなる傾向 

国の第３次計画でも引き続き課題とされている項目であり、本市での平

成２６年度調査（千葉市児童生徒の読書量調査）においても、１か月間に

読んだ本が０冊の児童生徒の割合が、小学生１.１％、中学生７.９％とな

っており、国と同様の傾向が見られます。 

この傾向を解消するためには、子どもが幼少期から読書の楽しさを体感

し、習慣とするための取り組みが必要です。 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
平成27年度 

(目標数値) 

小学5年生 19.0 18.5 18.3 18.3 17.8 10.0

中学2年生 16.8 18.0 18.2 16.0 15.0 10.0
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（目標数値） 



第３次 千葉市子ども読書活動推進計画 ～おはなし・読書 ちばプラン～ 

 

6  第Ⅰ章 第２次計画における状況 

（２）図書館、学校、地域の団体等の円滑な連携 

子どもの読書活動を推進するためには、関係機関の連携が欠かせません。 

 より一層、各関係機関等の連携を深め、効果的かつ効率的な事業展開を

図るとともに、子どもの読書活動の推進に向けた啓発に取り組む必要があ

ります。 

（３）子どもの発達段階に応じた読書に対するきっかけ作り 

子どもは日々成長していくため、事業の停滞は避けなければなりません。 

 各事業の推進に当たっては、確固とした事業計画のもと予算措置と執行

体制を整え着実な展開を行い、一人でも多くの子どもが「読書が好きだ」

と感じ、読書を習慣とするよう、子どもの読書活動の推進を図ることが必

要です。 

（４）社会全体の読書活動推進に関する気運の醸成 

子どもの読書活動を根付かせるためには時間がかかります。 

各関係機関は自己の役割を十分に果たし、必要に応じて連携し、粘り強

く子どもの読書活動を推進するための取り組みを継続し、社会全体で支援

していくことが求められます。 
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第Ⅱ章 第３次計画策定の基本方針  7 

 

 

１ 基本的な考え方 

国及び千葉県の動向や第２次計画における成果と課題、法整備などの環境の

変化等を踏まえ、幼少期からの読書習慣を文化として根付かせることを目指し、

次の３つの基本方針を定め、子どもが自主的に読書をする習慣を身に付けるこ

とができるよう、子どもの読書活動の推進に取り組みます。 

 

２ 基本方針 

 

 

子どもたちは、読書を通じて多くの知識を習得するとともに、読解力を

はじめ、想像力、思考力、表現力等の様々な生きる基礎力を養っています。 

子どもたちが読書の習慣を身に付けるためには、家庭・地域・学校がそ

れぞれの役割を果たし、社会全体で子どもの読書活動を支援していくこと

が重要です。 

このため、関係者は、関係者同士の連携・協力を深め、ボランティア等

の協力を得ながら、その特性を生かした事業を推進することにより、子ど

もが読書に親しむ機会の充実に努めます。 

 

 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、子どもの発達の段階に

応じた読書に対するきっかけ作りや、子どもが読書の幅を広げ、読書体験

を深めるような機会を得ることができる環境作りが必要です。 

子どもたちは、読書を通じて自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さら

なる知的探求心や真理を求める態度を培っています。 

このため、関係者がそれぞれの役割を自覚し、子どもたちが自主的な読

書活動ができるよう、施設・設備、人的環境の整備に努めます。

方針１ 読書に親しむ機会の充実 

方針２ 読書環境の整備 

第Ⅱ章 第３次計画策定の基本方針 
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8  第Ⅱ章 第３次計画策定の基本方針 

 

 

子どもは読み聞かせや大人の読書する姿を見て読書意欲を高めます。 

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、身近な大人が読書活動

に理解と関心を示すことや、身近な大人を含めた社会全体で読書活動を推

進する気運を高めることが重要です。 

このため、子どもの読書活動の意義や重要性について、積極的な普及・

啓発活動により、市民の理解と関心を深め、社会的気運の醸成に努めます。 

 

３ 計画の期間と対象 

（１）計画の期間 

   平成２８年度からおおむね５年間とします。 

（２）計画の対象 

   本計画でいう「子ども」とは、おおむね１８歳以下の者をいいます。 

 

４ 推進体制等 

本計画を実効性のあるものとするため、関係機関や施設の密接な連携を図る

とともに、地域の民間団体等との連携をさらに深め、方策の効果的な推進を図

ります。 

（１）継続的な読書活動推進のための体制整備 

第１次計画で進捗状況を確認し、必要な修正を加えながら総合的・継続

的に推進する組織として庁内に設置した「子ども読書活動推進会議」によ

り、引き続き円滑な計画の推進を図ります。 

（２）関係機関・団体等の連携・交流 

子どもの読書活動推進に関わる関係機関・団体等が連携し、それぞれの

特性を生かしながら協力し、共に充実した活動ができるよう情報や人材の

交流、図書館資料等の有効活用に努めます。 

 

５ 財政上の措置 

本計画に掲げられた各種施策・事業を推進するため、市をはじめ関係機関等

は、その役割に応じ必要な財政上の措置を講じるよう努めます。

方針３ 普及啓発活動の推進 
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目標とする数値  9 

 

 

子どもが自主的に読書をする習慣を身に付けることを文化として育み、将来

的に読書が好きな大人を増やすことを目指して本計画を策定し、その進捗状況

を把握するため、４つの目標とする数値を定めます。 

なお、計画期間を平成２８年度からおおむね５年としていることから、平成

３２年度を目標年度とします。 

 

１ 児童書貸出冊数 

平成 26 年度 平成 32 年度 主な取組 

158 万冊 158 万冊 
・読書ノートの配布 

・(仮称)瑞穂情報図書センターの整備 

 （※ 公民館図書室を含む）         【千葉市の図書館】 

 

２ 団体貸出用資料の貸出冊数 

平成 26 年度 平成 32 年度 主な取組 

23，674 冊 27，500 冊 
・団体貸出用図書についての蔵書検索機能の拡充 

・団体貸出用図書の充実 

【千葉市の図書館】 

 

３ 読書習慣のある児童生徒の割合（１週間に１時間以上） 

 平成 26年度 平成 32年度 主な取組 

小学5年生 45.2% 52.0% ・学校における読書活動の充実推進 

・広報紙等を通しての啓発・情報発信 中学2年生 46.9% 52.0% 

【千葉市学力状況調査】 

 

４ １か月間に読んだ本が０冊の児童生徒の割合 

 平成 26年度 平成 32年度 主な取組 

小学生 1.1% 0.8% ・調べ学習の充実 

・全校一斉読書活動等の推進 中学生 7.9% 5.5% 

【千葉市児童生徒の読書量調査】 

 

※ 推計値によると、児童生徒数は平成３２年度までに約２，０００人減少する見込み。 

目 標 と す る 数 値 
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10  第Ⅲ章 計画推進のための取組 

 

 

１ 家庭における取組 

（１）家庭の役割 

読書習慣は日常の生活を通して形成されるもので、家庭は初めて本と出

会い、読書習慣を身に付けるための大切な場所です。そのため、保護者が

読書についての理解を深め、工夫して子どもが読書に親しめる機会を作る

ことが重要です。 

読み聞かせなど、「耳からの読書」はその後の読書習慣に大きな影響を

及ぼします。子どもたちは保護者の愛情を感じながら読書の楽しさを体得

するため、読書に関する興味や関心を引き出すように子どもに働きかける

ことが必要です。 

また、家庭での読書活動は、家族間のコミュニケーションを深めること

にもつながるため、積極的に大人が子どもと読書を楽しもうとする姿勢や

雰囲気作りが求められます。 

こうした、家庭における読書活動を促すため、２つの新規事業を含む５

つの事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ章 計画推進のための取組 

【５事業】

1 中央図書館

2 中央図書館【新規】親子ふれあ
い本の提供

【新規】子どもが本を読みたいと感じた時に
子どもの身近に本が存在する環境を提供し、
子どもと親の読書活動の推進を図るため、図
書館で絵本や児童書を購入し、幼稚園、保育
所、認定こども園を通じて、家庭に貸し出すな
どの活用を図る。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

【新規】読書ノートの
配布

【新規】子どもたちが読書の楽しさや素晴らし
さを感じて本を読むきっかけを作るとともに、
子育て中の親が、読み聞かせ等を通して本
に対する親しみを取り戻すきっかけを作ること
で、親子のふれあいや家庭での読書の推進
を図るため、「まほうの読書ノート」を配布す
る。
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２ 地域における取組 

子どもたちは、成長に伴って家庭から地域へと活動範囲を広げます。地域に

は図書館をはじめ、公民館、子育て施設など、子どもたちを育てる様々な施設

があります。そのような地域に密着した施設は、多くの本に親しみ、友達との

コミュニケーションを深める場として期待されます。 

本市では、地域・家庭文庫による読み聞かせなど、子どもたちが読書の楽し

みを知るための取り組みが実践されています。 

こうした、地域の施設や団体がその特性を生かし、子どもの読書環境の充実

に努めるとともに、図書館が中心となり、互いに連携、協力することで、子ど

もたちが本とふれあう機会をより多く提供することが重要です。 

 

（１）図書館の役割 

図書館は、適切に選ばれた豊富な資料を備え、子どもが読みたい本を自

由に選択し、読書の楽しみを感じられる場所であり、おすすめの本の展示

やブックリスト、パスファインダー*などにより、様々な情報を集めること

3 中央図書館

4 健康支援課

保健福祉センター健康課

中央図書館

地区図書館

5 中央図書館

地区図書館

指導課

子ども読書講座の実
施

保護者等を対象に、子ども向けの本の紹介や
子どもに本の世界の楽しさを伝えられるような
講座の実施を通じた情報提供や啓発を行う。

ブックスタート事業の
実施

絵本を通じて親子のきずなを深めるため、４
か月児健康診査時にボランティアによる読み
聞かせを行う。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

ファミリーブックタイム
運動の推進【拡充】

親が子に読み聞かせをしたり、家族で読書に
親しんだりする時間をつくるよう呼びかける運
動（ファミリーブックタイム運動）を推進するた
め、新就学児及び４か月児健診用のファミ
リーブックタイム事例集の配布に加え、新たに
妊娠期用を配布する。【拡充】
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ができる場所でもあります。 

また、保護者にとっても読ませたい本を選択したり、子どもの読書につ

いて相談できる場所です。 

そのため、図書館では、読み聞かせ会や各種講座、展示（図書案内）等、

様々な事業を実施しています。 

さらに、地域における子どもの読書活動を活性化させるため、関係団体

への支援、ボランティア等への機会や場所の提供、関係者への研修などを

実施しています。 

地域における取組の中で、図書館の役割は大変重要であり、地域におけ

る子どもの読書活動の中心的な役割を果たすため、３つの新規事業を含む

５３の事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスファインダー 

 特定のテーマに関する文献や情報を集め、探し方・調べ方の案内としてまとめたもの。 

【５３事業】

6 中央図書館

7 中央図書館

8 中央図書館

9 中央図書館

地区図書館

指導課

【新規】（仮称）瑞穂
情報図書センターの
整備

【新規】平成26年3月に策定した読書環境整
備計画に基づき、図書館サービスの向上を図
るため、花見川区役所の一部スペースに
「（仮称）瑞穂情報図書センター」を整備する。

【新規】ファミリー読
書月間の制定

【新規】定期的に読書活動に対する興味を喚
起することで、親子が本に親しむ習慣をつけ
るきっかけとし、子どもと親の読書活動の推
進を図るため、毎年10月及び11月を「ファミ
リー読書月間」とする。

【新規】紙芝居ボラン
ティア養成講座の実
施

【新規】紙芝居ができるボランティアを養成す
るための研修を実施する。幼稚園や学校など
の要請に応じてボランティアを派遣し、お話の
楽しさを伝える。

見学や職場体験の受
入れ

子どもたちが図書館の役割や仕事の内容を
学ぶことができるよう図書館内の見学や職場
体験を受け入れる。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課



第３次 千葉市子ども読書活動推進計画 ～おはなし・読書 ちばプラン～ 

第Ⅲ章 計画推進のための取組  13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなし会の実施 10 中央図書館

地区図書館

11 中央図書館

地区図書館

12 中央図書館

指導課

13 中央図書館

地区図書館

14 中央図書館

地区図書館

15 中央図書館

地区図書館

16 中央図書館

地区図書館

17 中央図書館

地区図書館

18 中央図書館

地区図書館

19 中央図書館

地区図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

毎週乳幼児や小学生を対象として、「定例お
はなし会」を実施する。

小学生や高校生などが語る「子どもが語るお
はなし会」を実施する。

わらべうたと絵本の会を実施する。

図書館に来館した学校や幼稚園、保育所な
どの子どもたちに図書館で「訪問おはなし会」
を実施する。

季節の行事などにあわせて、乳幼児や小学
生とその保護者を対象に、親子で楽しめる
「親子おはなし会」を実施する。

外国人による「外国語おはなし会」を実施す
る。

要請により学校や幼稚園、保育所、育児サー
クルなどに図書館員や地域おはなしボラン
ティアが出向き、「出張おはなし会」を実施す
る。

子ども読書まつり開催に合わせ、大型絵本お
はなし会など、さまざまなおはなし会を「子ども
読書まつりおはなし会」として実施する。

子ども読書の日等関
連行事の実施

子ども読書の日を中心に、時節をとらえ推薦
図書の展示や啓発資料配布等を実施する。

子ども向けイベントの
実施【拡充】

「親子探検ツアー」、「一日図書館員」事業や
民間との連携事業を実施し、図書館への理解
や親しみを深める。【拡充】
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20 中央図書館

地区図書館

21 中央図書館

地区図書館

22 中央図書館

23 中央図書館

地区図書館

24 中央図書館

地区図書館

25 中央図書館

地区図書館

26 中央図書館

地区図書館

27 中央図書館

地区図書館

28 中央図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

図書館が紹介するテーマに沿って本を読んだ
り（ブックラリー）、読んだ本の紹介をする（ブッ
クトーク、本だいすき）など、子どもが主体的
に参加して、楽しみながら読書に親しむ事業
を実施する。

関心のある市民を対象に、子どもへの本の読
み聞かせに関する講座を実施する。

図書館出前講座として「絵本講座」を実施す
る。

子ども読書まつりの実
施

学校や地域とも連携し、読書への関心を高め
るため、子どもの読書活動に関する各種イベ
ントを実施する。

子どもの読書活動の
推進に資する各種講
座の実施

保護者等を対象に、子ども向けの本の紹介や
子どもに本の世界の楽しさを伝えられるような
「子ども読書講座」の実施を通じた情報提供
や啓発を行う。（再掲３）

図書館の資料を使った工作や、科学遊びを行
い、絵本や文学以外の資料も紹介する。

子ども向け資料検索
講座の実施

子ども向けの図書館資料検索講座を実施す
る。

子どもへの読書相談
やレファレンスの充実
【拡充】

子ども一人ひとりに対応するために、相談に
応じる職員の研修を実施するとともに、パス
ファインダーの作成・活用により、年齢や目的
に合わせたレファレンスのさらなる充実に努
めるとともに、相談窓口を設置する。【拡充】

図書館ホームページ
「こどものページ」の活
用

「こどものページ」を積極的に活用し、レファレ
ンスの充実や情報の発信に努める。
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29 中央図書館

地区図書館

指導課

30 中央図書館

ＹＡコーナーの充実 31 中央図書館

地区図書館

32 中央図書館

地区図書館

33 中央図書館

地区図書館

34 中央図書館

地区図書館

35 中央図書館

地区図書館

36 中央図書館

37 中央図書館

38 地区図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

ファミリーブックタイム
運動の推進【拡充】
（再掲）

親が子に読み聞かせをしたり、家族で読書に
親しんだりする時間をつくるよう呼びかける運
動（ファミリーブックタイム運動）を推進するた
め、新就学児及び４か月児健診用のファミ
リーブックタイム事例集の配布に加え、新たに
妊娠期用を配布する。【拡充】（再掲５）

図書館ネットワークの
整備・充実

図書館ネットワークの充実を図る。また、利用
者用検索機やインターネットによる予約受付
などを実施する。

青少年向けの資料、サービスの充実に努め
る。

児童・青少年向け図
書等の充実・計画的
収集

乳幼児をはじめ、年齢に応じた児童向け図書
等の充実に努める。

外国語の児童向け図書等の充実に努める。

障害のある子どもに
配慮した資料の充実
と提供

点字絵本を図書館で作成して、利用者へ提
供するとともに、健常者に対してもバリアフ
リー啓発資料として活用する。

中・高校生向け資料（図書・ＣＤ・雑誌等）の
幅広い収集に努める。

調べ学習用資料の充実に努める。

視覚障害児への録音資料・点字資料の郵送
貸出の充実を図る。

身体障害等で来館に支障のある子どもに対
する自宅配本サービスの充実を図る。
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39 中央図書館

地区図書館

40 中央図書館

地区図書館

41 中央図書館

職員研修の充実 42 中央図書館

地区図書館

43 中央図書館

地区図書館

44 中央図書館

地区図書館

45 中央図書館

46 中央図書館

47 中央図書館

地区図書館

48 中央図書館

地区図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

地域おはなしボラン
ティア養成講座の実
施

おはなしボランティアを養成するために、計画
的に養成講座を実施する。

地域おはなしボラン
ティアの研修

養成した地域おはなしボランティアのスキル
アップ研修を実施する。

さわる絵本の作成、点字資料の収集など障
害のある子どものための資料の充実に努め
る。

児童書研究に関する
図書の充実

児童書を研究し理解を深めるための図書の
充実に努める。

新規図書館職員研修・おはなし会研修等を充
実する。

保護者や教職員等へ
の相談機能の充実

保護者や教職員からの子どもの読書に関す
る相談への対応・レファレンスサービスを充
実する。

団体貸出用図書につ
いての蔵書検索機能
の拡充

団体登録者（学校・文庫等）向けに、図書館
ホームページでの団体貸出用資料検索機能
を追加する。

各種研修等の支援の
充実

幼稚園の読み聞かせ講座等、子ども読書活
動の推進に係る研修への資料提供や講師派
遣等の充実に努める。

保護者向け読書相談
窓口の設置【拡充】

子どもの成長に合わせた読書を進めるため
に、司書による保護者向けの読書相談窓口
を設置する。【拡充】

文庫団体等の研修支援に努める。
※地域で活動する文庫等の研修の支援に努
める。
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49 中央図書館

50 中央図書館

学校図書館への支援 51 中央図書館

指導課

52 中央図書館

地区図書館

53 中央図書館

健全育成課

市民総務課

生涯学習振興課

幼保支援課

幼保運営課

54 中央図書館

地区図書館

こども企画課

幼保支援課

幼保運営課

55 中央図書館

指導課

56 中央図書館

地区図書館

小学生や高校生などが語る「子どもが語るお
はなし会」を実施する。（再掲１２）

外国人による「外国語おはなし会」を実施す
る。（再掲１３）

図書資料等の有効活
用

図書館の不用図書・寄贈図書等を活用して、
コミュニティセンターの図書室や子どもルー
ム、幼稚園、保育所等の資料の充実を図る。

ボランティア等との連
携によるおはなし会の
実施

幼稚園、保育所、認定こども園等におけるボ
ランティア等による読み聞かせの支援に努め
る。

文庫や読書団体等への団体貸出用図書の
充実を図る。

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について検索方法の出前講座や夏休み見
学会を実施する。

市内小学校を対象と
する図書館利用の促
進

図書館職員が市内の小学校を訪問し、図書
館の利用案内を行う。

団体貸出用図書の充
実

学校向け団体貸出資料の充実に努める。
※調べ学習に活用できる資料の充実を図る。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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（２）生涯学習施設・子育て支援施設等の役割 

公民館をはじめコミュニティセンター、子どもルーム、放課後子ども教

室、育児サークルなどは、子どもが本とふれあい、読書に親しむことがで

きる最も身近な場所です。各施設で実施されている様々な活動は、図書館

同様、子どもが読書に親しむ契機となっています。また、地域・家庭文庫

などの団体も様々な活動に取り組まれ、大きな力を発揮しています。 

そうした施設や団体等では、子どもの自主的な読書活動を支援し、読書

環境を豊かにする役割が引き続き求められていることから、「放課後子ど

も教室でのおはなし会の実施」など、１７の事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57 中央図書館

地区図書館

58 中央図書館

地区図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

要請により学校や幼稚園、保育所、育児サー
クルなどに図書館員や地域おはなしボラン
ティアが出向き、「出張おはなし会」を実施す
る。（再掲１４）

子ども読書まつり開催に合わせ、大型絵本お
はなし会など、さまざまなおはなし会を「子ども
読書まつりおはなし会」として実施する。（再
掲１７）

【１７事業】

59 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

60 健康支援課

保健福祉センター健康課

中央図書館

地区図書館

育児サークルでのお
はなし会の実施

ボランティア等との連携により、希望する育児
サークル対象者におはなし会を実施する。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

放課後子ども教室で
のおはなし会の実施

放課後子ども教室において、地域おはなしボ
ランティアによるおはなし会を実施する。
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61 市民総務課

62 男女共同参画課

63 健康支援課

保健福祉センター健康課

64 こども企画課

65 健全育成課

66 幼保支援課

67 市民総務課

68 男女共同参画課

69 健康支援課

保健福祉センター健康課

中央図書館

地区図書館

コミュニティセンターの幼児室、図書室の図書
の充実に努める。

男女共同参画センターの児童向け図書の充
実に努める。

ブックスタート事業の
実施（再掲）

絵本を通じて親子のきずなを深めるため、４
か月児健康診査時にボランティアによる読み
聞かせを行う。（再掲４）

子どもや保護者が集
う施設における図書
の充実

子ども交流館における図書の充実に努める。

子どもルーム（放課後児童健全育成事業）の
児童向け図書の充実に努める。

地域子育て支援センター、子育て支援館、子
育てリラックス館の絵本などの充実に努め
る。

子どもや保護者が集
う施設でのおはなし会
等の実施

コミュニティセンターにおけるボランティア等に
よるおはなし会等の実施に努める。

男女共同参画センターにおける、ボランティア
によるおはなし会等の実施に努める。

子どもや保護者が集
う施設における絵本
コーナー等の設置

各区健康課における母子保健事業実施の
際、絵本コーナーを設置する。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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３ 学校等における取組 

（１）幼稚園・保育所・認定こども園等の役割 

幼稚園、保育所、認定こども園等は、乳幼児期に読書の楽しさを知るこ

とができるよう、乳幼児が絵本や物語に親しむ活動を積極的に行うことが

期待されています。そのためには、子どもや親が、送迎などのわずかな時

間に、絵本等に安心して触れることができるスペースの確保に努めること

が必要です。 

また、子育て支援活動の中での読み聞かせ等を推進し、保護者に対して

70 こども企画課

中央図書館

71 生涯学習振興課

中央図書館

72 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

公民館施設の開放 73 生涯学習振興課

74 生涯学習振興課

75 生涯学習振興課

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

子育てふれ愛フェスタ
の実施

「子育てふれ愛フェスタ」の中で「読み聞かせ
コーナー」を設けて読み聞かせを実施する。

土・日曜日の子どもの居場所・読書スペース
確保に努める。

公民館図書室の資料
の充実

計画的な資料収集に努める。

公民館図書室職員の
研修の充実

公民館図書室職員の研修の充実に努める。

読み聞かせ講座の実
施

地域で子どもに読み聞かせを行っている方
や、これから行おうとしている方を対象に、公
民館での読み聞かせ講座の実施に努める。

公民館等の子ども向
け講座の充実

公民館等におけるおはなし会や民話のつど
い、紙芝居など子どもが本に親しむ機会を提
供できる主催事業の充実に努める。
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読み聞かせ等の大切さや意義を広く普及させることも必要です。 

保護者、ボランティアや図書館等との連携・協力や、発達段階に応じた

図書を選定し図書の整備を図るとともに、小学生・中学生が幼稚園、保育

所、認定こども園等の乳幼児に読み聞かせを行う異年齢交流などを通じて、

乳幼児が絵本等に触れる機会が多様になるような工夫が求められていま

す。 

こうした施設では、乳幼児に直接接し、読書の楽しさを伝えることがで

きることから、１つの新規事業を含む５つの事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５事業】

76 中央図書館

77 中央図書館

地区図書館

こども企画課

幼保支援課

幼保運営課

78 幼保支援課

幼保運営課

79 幼保支援課

幼保運営課

こども企画課

幼稚園、保育所、認
定こども園等の児童
向け図書の充実

絵本コーナー等における児童向け図書の充
実に努める。

幼稚園、保育所、認
定こども園等における
おはなし会の実施

幼稚園、保育所、認定こども園等におけるボ
ランティア等による読み聞かせの支援に努め
る。（再掲５４）

幼稚園、保育所、認定こども園等における絵
本を中心とした読み聞かせの充実に努める。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

【新規】親子ふれあ
い本の提供（再掲）

【新規】子どもが本を読みたいと感じた時に
子どもの身近に本が存在する環境を提供し、
子どもと親の読書活動の推進を図るため、図
書館で絵本や児童書を購入し、幼稚園、保育
所、認定こども園を通じて、家庭に貸し出すな
どの活用を図る。（再掲２）
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（２）小・中・高等学校・特別支援学校の役割 

読書は、国語力を構成している「思考力」「想像力」「表現力」「国語の

知識等」のいずれにも関わり、育成の中核となるもので、「教養・価値観・

感性等」を生涯を通じて身に付けていくために極めて重要なものです。そ

のため、子どもが自由に読書を楽しみ、読書の幅を広げていくことができ

るような環境整備、適切な支援が必要です。 

学校には、児童生徒の読書量、読書の質を高めていくことが求められ、

授業等での調べものや全校一斉読書、学校での読み聞かせなどの取り組み

を一層普及させ、多様な読書活動を推進することが必要です。 

また、学校図書館には、自由な読書活動や読書指導を行う「読書センタ

ー」と、自主的な学習活動を支援する「学習・情報センター」としての機

能があり、学校教育の中心的役割が求められ、資料の整備、充実は、読書

好きの子どもたちを育む上で重要です。さらに、児童生徒のストレスの高

まりや指導上の諸問題に対応するための「心の居場所」としての機能を充

実させていくことが期待されています。 

学校では、推薦図書コーナーの設置や卒業までの読書量を目標として設

定するなど、司書教諭や学校図書館指導員を核としながら、すべての教職

員が学校図書館の活用や日々の読書指導の充実により、子どもの読書活動

80 こども企画課

指導課

幼保支援課

幼保運営課

交流による読み聞か
せの実施

幼稚園、保育所、認定こども園等、小・中・特
別支援学校が連携し、児童生徒による交流
読み聞かせの実施に向けて検討する。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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を推進することが重要です。 

このためには、各学校における校内研修や研究会などを通じ、教職員間

の連携の促進や読書指導に関する研究協議、先進的な取組例の紹介などに

より、教職員の意識の高揚や指導力の向上、学校図書館を活用した指導の

充実が求められています。 

また、特別支援学校等においては、障害のある子どもが豊かな読書活動

を体験できるよう、障害の状態に応じた選書や環境の工夫、視聴覚機器の

活用、読み聞かせの充実など、読書活動支援の推進が必要です。 

学校での取組は、子どもに読書の大切さを伝えるために非常に重要であ

り、特に義務教育である小・中学校では、千葉市の子ども達の半数に読書

の楽しさを伝えることができることから、１９の事業を展開し、学校での

読書活動を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１９事業】

81 中央図書館

指導課

82 指導課

83 指導課

84 指導課

調べ学習の充実 85 指導課

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

図書館でのおはなし
会の実施（再掲）

小学生や高校生などが語る「子どもが語るお
はなし会」を実施する。（再掲１２）

学校等でのおはなし
会の実施

学校における読み聞かせやブックトークなど
多様な読書活動を推進する。

学年・学級単位での読み聞かせを推進する。

特別支援学級・特別
支援学校等での読み
聞かせの実施

学習の中で読み聞かせ等を一層推進する。

調べ学習等に要する資料を収集・提供すると
ともに、一人ひとりに対応する支援・指導を推
進する。
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86 指導課

87 指導課

読書月間の設置 88 指導課

読書祭の開催 89 指導課

90 指導課

91 指導課

教育センター

学校図書館の活用 92 指導課

生涯学習振興課

93 指導課

94 指導課

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

全校一斉読書活動等
の推進

学校の実態に合わせ、教育課程に朝読書を
位置づける等、全校や学年での読書の習慣
化を図る活動を一層推進する。

多様な読書活動への
取組の実施

大型紙芝居やパネルシアター等を活用した、
読書意欲の高揚を図る活動を推進する。

学校の実態に応じて、年２回の読書月間を設
置し、読書に親しみ、成果発表の場となる行
事の開催を推進する。

読書の発展として、読んだ本を朗読劇や紙芝
居にするなどの多様な読書紹介・読書発表会
等、意識を高める活動を推進する。

学校図書館資料の充
実

「豊かな心を育てる図書」や「調べ学習に対
応する図書」等の図書資料をバランスよく長
期的な計画に基づいて整備し、効果的な活用
を推進する。

特別支援学級・特別
支援学校等での図書
等の整備

一人ひとりに応じた図書と、図書コーナーの
充実を推進する。

学校における読書活
動の充実推進

魅力ある学校図書館づくりとして、司書教諭・
学校図書館主任と学校図書館指導員が一体
となった、児童生徒への読み聞かせや適切
な図書の紹介・図書館の環境整備などを推
進する。

学校図書館情報ネッ
トワークシステムの整
備推進

学校図書館資料のデータベース化とコン
ピュータ機器の整備を検討する。

放課後や長期休業中などにおける、学校図
書館の活用を検討する。
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４ 家庭・地域・学校等間の連携 

子どもの読書活動を推進するためには、家庭、地域、学校等の団体がそれぞ

れの役割を自覚し、お互いに連携、協力しながら一体となって取り組みを推進

することが重要です。 

そのためには、保護者や地域住民、ボランティア等の地域の人材の協力を得

るとともに、子どもがいつでもどこでも必要な本や、本についての情報が得ら

れるよう、子どもの読書活動の推進に関する様々な活動が十分行われるための

支援をしていくことも必要です。 

各種研修等の充実 95 指導課

教職員課

教育センター

中央図書館

96 指導課

中央図書館

教育センター

97 指導課

中央図書館

98 中央図書館

指導課

99 こども企画課

指導課

幼保支援課

幼保運営課

ボランティア等との連
携によるおはなし会の
実施（再掲）

小学生や高校生などが語る「子どもが語るお
はなし会」を実施する。（再掲１２）

交流による読み聞か
せの実施（再掲）

幼稚園、保育所、認定こども園等、小・中・特
別支援学校が連携し、児童生徒による交流
読み聞かせの実施に向けて検討する。（再
掲８０）

学校間、学校・図書館
間の相互貸借システ
ムの構築

学校間、学校と図書館間での資料の活用を
図るため、相互貸借できるシステムの構築に
ついて調査・検討する。

学校間、学校と図書
館間の配送サービス
の構築

学校間、学校と図書館間における資料の配
送方法等、物流システムの構築に関して調
査・検討する。

教職員の各種研修会における読書活動関連
研修の充実に努める。
※管理職候補者研修・司書教諭研修・学校
図書館主任研修・学校図書館指導員研修・
初任者研修・教職員研修等

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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特に図書館には、子どもの読書活動を推進する中心的な役割を果たすことが

求められており、単独では実施や継続が困難な取り組みのサポートや、新たな

連携のコーディネートを積極的に行っていく必要があります。 

こうした、家庭・地域・学校等の連携により、切れ目のない、より充実した

取り組みとするため、新規１事業を含む１３の事業を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１３事業】

100 中央図書館

101 中央図書館

地区図書館

指導課

102 中央図書館

指導課

103 中央図書館

地区図書館

104 中央図書館

地区図書館

指導課

105 生涯学習振興課

中央図書館

地区図書館

ファミリーブックタイム
運動の推進【拡充】
（再掲）

親が子に読み聞かせをしたり、家族で読書に
親しんだりする時間をつくるよう呼びかける運
動（ファミリーブックタイム運動）を推進するた
め、新就学児及び４か月児健診用のファミ
リーブックタイム事例集の配布に加え、新たに
妊娠期用を配布する。【拡充】（再掲５）

学校図書館への支援
（再掲）

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について検索方法の出前講座や夏休み見
学会を実施する。（再掲５１）

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

【新規】親子ふれあ
い本の提供（再掲）

【新規】子どもが本を読みたいと感じた時に
子どもの身近に本が存在する環境を提供し、
子どもと親の読書活動の推進を図るため、図
書館で絵本や児童書を購入し、幼稚園、保育
所、認定こども園を通じて、家庭に貸し出すな
どの活用を図る。（再掲２）

市内小学校を対象と
する図書館利用の促
進（再掲）

図書館職員が市内の小学校を訪問し、図書
館の利用案内を行う。（再掲５２）

図書館見学や職場体
験の受入れ（再掲）

子どもたちが図書館の役割や仕事の内容を
学ぶことができるよう図書館内の見学や職場
体験を受け入れる。（再掲９）

放課後子ども教室で
のおはなし会の実施
（再掲）

放課後子ども教室において、地域おはなしボ
ランティアによるおはなし会を実施する。（再
掲５９）
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106 健康支援課

保健福祉センター健康課

中央図書館

107 指導課

中央図書館

教育センター

108 指導課

中央図書館

109 生涯学習振興課

中央図書館

110 指導課

中央図書館

地区図書館

111 中央図書館

健全育成課

市民総務課

生涯学習振興課

幼保支援課

幼保運営課

112 中央図書館

地区図書館

図書資料等の有効活
用（再掲）

図書館の不用図書・寄贈図書等を活用して、
コミュニティセンターの図書室や子どもルー
ム、幼稚園、保育所等の資料の充実を図る。
（再掲５３）

子ども読書まつりの実
施（再掲）

学校や地域とも連携し、読書への関心を高め
るため、子どもの読書活動に関する各種イベ
ントを実施する。（再掲２１）

図書館と公民館図書
室との選書情報の交
流

図書館の児童選書会での資料、公民館用選
書リスト等の提供と活用を図る。

学校と図書館との交
流会の実施

司書教諭・学校図書館主任や学校図書館指
導員と図書館職員との交流会を開催する。

学校間、学校・図書館
間の相互貸借システ
ムの構築（再掲）

学校間、学校と図書館間での資料の活用を
図るため、相互貸借できるシステムの構築に
ついて調査・検討する。（再掲９６）

学校間、学校と図書
館間の配送サービス
の構築（再掲）

学校間、学校と図書館間における資料の配
送方法等、物流システムの構築に関して調
査・検討する。（再掲９７）

ボランティア研修の実
施

ブックスタート事業の推進に向けてのボラン
ティア研修会を実施する。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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５ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

（１）啓発や広報の推進 

子どもの読書活動を推進するためには、身近な大人が改めて読書活動の

意義について理解を深め、推進する気運を高めることが重要です。子ども

読書活動推進に向けた様々な施策、事業を知ってもらい、理解を得て、利

活用されなければ意味がありません。大人が理解と関心を持つことで、子

どもの読書意欲を高め、習慣づけることにつながります。 

そのため、「子ども読書の日」や「文字・活字文化の日」など、様々な

機会をとらえ、子どもや保護者をはじめ、担い手や行政各課などへの幅広

い広報が必要です。 

こうした啓発や広報活動を着実に推進するため、３つの新規事業を含む

２７の事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２７事業】

113 中央図書館

地区図書館

114 中央図書館

115 中央図書館

【新規】子育て応援
コーナーの設置

【新規】千葉市の子育て支援施設や制度に
関するリーフレット等を集め情報提供する他、
子育てに役立つ図書等を展示・紹介する「子
育て応援コーナー」を設置する。

【新規】読書ノートの
配布（再掲）

【新規】子どもたちが読書の楽しさや素晴らし
さを感じて本を読むきっかけを作るとともに、
子育て中の親が、読み聞かせ等を通して本
に対する親しみを取り戻すきっかけを作ること
で、親子のふれあいや家庭での読書の推進
を図るため、「まほうの読書ノート」を配布す
る。（再掲１）

【新規】ファミリー読
書月間の制定（再
掲）

【新規】定期的に読書活動に対する興味を喚
起することで、親子が本に親しむ習慣をつけ
るきっかけとし、子どもと親の読書活動の推
進を図るため、毎年10月及び11月を「ファミ
リー読書月間」とする。（再掲７）

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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116 中央図書館

117 中央図書館

地区図書館

118 中央図書館

地区図書館

119 中央図書館

地区図書館

120 健全育成課

121 中央図書館

122 指導課

123 中央図書館

健康支援課

保健福祉センター健康課

124 健康支援課

保健福祉センター健康課

子どもの読書活動の
推進に資する各種講
座の実施（再掲）

保護者等を対象に、子ども向けの本の紹介や
子どもに本の世界の楽しさを伝えられるような
「子ども読書講座」の実施を通じた情報提供
や啓発を行う。（再掲３）

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

図書館の資料を使った工作や、科学遊びを行
い、絵本や文学以外の資料も紹介する。（再
掲２５）

各種広報誌紙等を通
しての啓発・情報発信

家庭教育資料「家庭教育応援します～親ナビ
＠高学年．ちばし～」等を活用する。

関心のある市民を対象に、子どもへの本の読
み聞かせに関する講座を実施する。（再掲２
３）

図書館出前講座として「絵本講座」を実施す
る。（再掲２４）

保健福祉センターに情報掲示コーナーを設置
する。
※おはなし会や子どもに読ませたい図書、保
護者に読んでほしい図書のリスト等を、情報
掲示コーナーを設置し啓発に努める。

図書館ホームページ「こどものページ」を積極
的に活用し、レファレンスの充実や情報の発
信に努める。（再掲２８）

学校だより・学校図書館だより等を通しての
情報発信を推進する。

情報提供の充実・強
化

パンフレット配布による情報提供に努める。
※母子保健事業の中で、啓発用パンフレット
や保護者に読んでほしい図書のリスト・図書
館等で実施するおはなし会等の案内書の配
布を検討する。
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125 市民総務課

126 男女共同参画課

推薦図書等の紹介 127 中央図書館

地区図書館

128 中央図書館

地区図書館

129 中央図書館

地区図書館

指導課

130 中央図書館

健康支援課

保健福祉センター健康課

131 中央図書館

地区図書館

132 中央図書館

地区図書館

133 中央図書館

地区図書館

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

コミュニティセンター利用サークルへの情報提
供に努める。
※コミュニティセンターを利用している幼児・育
児サークルに対して、パンフレット等の配布に
より情報を提供する。

男女共同参画センターの利用者に向け、図
書紹介コーナーを、期間を限定して設置す
る。

「よんでみよう」等ブックリストを配布する。推
薦図書リスト（新着図書）を配布する。

外国人市民の子ども向け資料情報を提供す
る。
※外国語表記の図書リスト等の資料情報を
提供する。

ファミリーブックタイム
運動の推進【拡充】
（再掲）

親が子に読み聞かせをしたり、家族で読書に
親しんだりする時間をつくるよう呼びかける運
動（ファミリーブックタイム運動）を推進するた
め、新就学児及び４か月児健診用のファミ
リーブックタイム事例集の配布に加え、新たに
妊娠期用を配布する。【拡充】（再掲５）

母親＆父親学級にお
ける啓発活動の充実

母親＆父親学級において、関係資料を配布
するなど啓発活動の実施に努める。

子ども読書の日等関
連行事の実施（再
掲）

子ども読書の日を中心に、時節をとらえ推薦
図書の展示や啓発資料配布等を実施する。
（再掲１８）

子ども向けイベントの
実施【拡充】（再掲）

「親子探検ツアー」、「一日図書館員」事業や
民間との連携事業を実施し、図書館への理解
や親しみを深める。【拡充】（再掲１９）

図書館が紹介するテーマに沿って本を読んだ
り（ブックラリー）、読んだ本の紹介をする（ブッ
クトーク、本だいすき）など、子どもが主体的
に参加して、楽しみながら読書に親しむ事業
を実施する。（再掲２０）
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６ 推進体制の整備 

第 1次計画において「本計画を実効性のあるものとするため、進捗状況を確

認し、必要な修正を加えながら総合的・継続的に展開するための組織」として

庁内に設置した、「千葉市子ども読書活動推進会議」とその下部組織である担

当者会議を活用し、引き続き計画の積極的な推進と管理を行います。 

 

 

 

 

 

【１事業】

140 中央図書館
千葉市子ども読書活
動推進会議及び担当
者会議の活用

本計画の事業の推進を図るため、事業の進
捗管理を行うとともに、計画全体について総
合的・継続的に協議し、必要な修正を加るな
どの執行管理を行う。

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課

134 中央図書館

地区図書館

135 中央図書館

指導課

公民館事業の実施 136 生涯学習振興課

137 男女共同参画課

138 指導課

幼保運営課

139 指導課

保護者・職員等の啓
発研修の促進

PTA、保護者会、職員の研修会等において、
子どもの読書活動の重要性等について啓発
する。

参加型の啓発活動の
工夫

学校単位でPTAや保護者会に協力を依頼し、
図書の整理・修繕等のボランティア活動の実
施を推進する。

学校図書館への支援
（再掲）

図書館の団体貸出の利用促進のため、学校
図書館へのリーフレット配布や、団体貸出資
料について検索方法の出前講座や夏休み見
学会を実施する。（再掲５１）

家庭教育学級などの主催事業の中で、子ども
の読書の必要性や意義など、子ども読書活
動に関する理解や関心の普及に努める。

子育て関連講座の充
実

男女共同参画センターでの子育て関連の講
座において、子どもの読書活動に関する内容
での実施に努める。

子ども読書まつりの実
施（再掲）

学校や地域とも連携し、読書への関心を高め
るため、子どもの読書活動に関する各種イベ
ントを実施する。（再掲２１）

施策・事業項目 施　策　・　事　業　の　内　容 所　管　課
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32  巻末資料 

 

 

巻 末 資 料 

 

（子どもの読書関係資料） 

 １ 市立図書館等関係データ 

 ２ 市立学校関係データ 

 

（法令関係等資料） 

 ○子どもの読書活動の推進に関する法律 

 ○文字・活字文化振興法 

 ○千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱 

 ○子どもの読書活動を取り巻く環境の変化について 

（「千葉県子どもの読書活動推進計画」（第三次）より） 
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１ 市立図書館等関係データ 

（１）市立図書館等の児童生徒登録率と児童書貸出冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童生徒登録者数の統計は、平成 23 年度分から開始。 

（２）市立図書館の児童書の蔵書数と受入数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

児童書貸出数 

（冊） 
1,300,826 1,261,905 1,233,622 1,174,365 1,218,605

児童生徒登録者数 

（人） A 
0 70,721 59,145 58,023 57,907

人口[6～18歳] 

（人） B 
115,969 116,075 116,169 115,754 115,912

児童生徒登録率 

A/B 
0.0% 60.9% 50.9% 50.1% 50.0%
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

寄贈 1,652 2,692 2,254 2,366 2,267

購入 5,378 13,795 9,068 8,452 8,965

蔵書冊数 468,205 483,164 492,275 495,508 500,135
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（３）市立図書館等のおはなし会の開催回数と参加者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）千葉市地域おはなしボランティアの養成と活動状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 24 年度及び平成 25 年度の地域おはなしボランティア養成は臨時開催。 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

おはなし会参加 

者数（人） 
15,399 13,250 15,030 15,462 16,603

おはなし会 

開催回数（回） 
990 940 1,070 1,120 1,056
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

参加者数 0 0 21 18 0

修了者数 0 0 20 16 0

登録者数 109 108 91 111 124

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修受講者数 65 112 87 93 111

派遣人数 717 673 592 743 670

派遣回数 181 220 218 216 205

0回  

100回  

200回  

300回  

400回  

0人  

100人  

200人  

300人  

400人  

500人  

600人  

700人  

800人  

― 

― 

― 

― 

― 

― 



第３次 千葉市子ども読書活動推進計画 ～おはなし・読書 ちばプラン～ 

 

巻末資料 市立図書館等関係データ  35 

（５）市立図書館の障害者サービス資料蔵書数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市立図書館等の予約件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

大活字本 10,361 11,166 11,320 11,462 11,633

点字図書 559 592 615 642 669

録音図書 1,285 1,418 1,469 1,539 1,563
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 児童図書 148,008 167,732 170,005 161,370 162,423

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 一般 700,792 755,269 749,792 753,001 759,185

窓口、OPAC 児童図書 64,584 65,413 65,506 63,721 65,184

窓口、OPAC 一般 193,546 199,235 191,784 189,026 190,578
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36  巻末資料 市立学校関係データ 

２ 市立学校関係データ 

 

（１）児童生徒の一人当たり２週間の平均読書冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校以外で１週間にどのくらい読書をするかに対し「読まない」と回答

する児童生徒の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

小学生 15.3 15.5 15.0 14.5 12.3

中学生 6.3 5.9 6.0 6.2 4.7
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
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（３）市立小・中学校における全校一斉読書実施校の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）１２学級以上の市立小・中学校における司書教諭有資格者の配置の割合

の推移 

年    度 平成22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

小学校 

学 校 総 数 81 84 84 81 82 

配置学校数 81 84 84 81 82 

割合（％） 100 100 100 100 100 

中学校 

学 校 総 数 33 34 35 36 36 

配置学校数 33 34 35 36 36 

割合（％） 100 100 100 100 100 

 

（５）市立小・中学校への学校図書館指導員の配置の推移 

年    度 平成22年度 平成23年度 平成 24年度 平成25年度 平成26年度 

配置数（人） 120 120 120 120 120 

※ 平成２６年度  ／６９人が週４日１校勤務（中学校全校と高等特別支援学校、小学校１３校） 

              ５１人が週２日ずつ２校に勤務（小学校・特別支援学校１０２校） 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

小学校 93.3 92.3 97.4 98.2 98.2

中学校 96.5 94.7 96.5 92.9 98.2
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38                巻末資料 「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日法律第百五十四号） 

 

（目的） 

第一条  この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並び

に国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動

の推進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に

関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資

することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条  子ども(おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、

子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの

であることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所にお

いて自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の

整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条  国は、前条の基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとり、子ど

もの読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有

する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その

地域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び

実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条  事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、

子どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等

の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条  父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動

の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑

に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の

強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 
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（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条  政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画(以下「子ど

も読書活動推進基本計画」という。)を策定しなければならない。 

２  政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これ

を国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

３  前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条  都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当

該都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府

県における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画(以下「都道

府県子ども読書活動推進計画」という。)を策定するよう努めなければならな

い。 

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画(都道府県子ども読書活動推進計

画が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ど

も読書活動推進計画)を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読

書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推

進に関する施策についての計画(以下「市町村子ども読書活動推進計画」とい

う。)を策定するよう努めなければならない。 

３  都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ど

も読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４  前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活

動推進計画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条  国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めると

ともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の

日を設ける。 

２  子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３  国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施す

るよう努めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実

施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

   附 則  

 この法律は、公布の日から施行する。  
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40  巻末資料 「文字・活字文化振興法」 

文字・活字文化振興法 

（平成十七年七月二十九日法律第九十一号） 

 

（目的） 

第一条  この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積してきた

知識及び知恵の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の

発達に欠くことのできないものであることにかんがみ、文字・活字文化の振

興に関する基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにす

るとともに、文字・活字文化の振興に関する必要な事項を定めることにより、

我が国における文字・活字文化の振興に関する施策の総合的な推進を図り、

もって知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実現に寄与することを目

的とする。 

 

（定義） 

第二条  この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用い

て表現されたもの(以下この条において「文章」という。)を読み、及び書く

ことを中心として行われる精神的な活動、出版活動その他の文章を人に提供

するための活動並びに出版物その他のこれらの活動の文化的所産をいう。 

 

（基本理念） 

第三条  文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その

自主性を尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場

において、居住する地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等しく

豊かな文字・活字文化の恵沢を享受できる環境を整備することを旨として、

行われなければならない。 

２  文字・活字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに

十分配慮されなければならない。 

３  学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の恵沢を享受するこ

とができるようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む力及び書

く力並びにこれらの力を基礎とする言語に関する能力(以下「言語力」とい

う。)の涵養に十分配慮されなければならない。 

 

（国の責務） 

第四条  国は、前条の基本理念(次条において「基本理念」という。)にのっと

り、文字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責

務を有する。
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（地方公共団体の責務） 

第五条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その

地域の実情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び実

施する責務を有する。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第六条  国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に

実施されるよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連携

の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条  市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対応できるように

するため、必要な数の公立図書館を設置し、及び適切に配置するよう努める

ものとする。 

２  国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対して適切な図書館奉仕を提

供することができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充

実、情報化の推進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び

向上のために必要な施策を講ずるものとする。 

３  国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行う図書館の一般公衆へ

の開放、文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・

活字文化の振興に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努

めるものとする。 

４  前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・

活字文化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行う民間

団体の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学校教育における言語力の涵養） 

第八条  国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵養が十分に図ら

れるよう、効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために必要な施策

を講ずるとともに、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質

の向上のために必要な施策を講ずるものとする。 

２  国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵養に資する環境の整

備充実を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他

の職員の充実等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報

化の推進等の物的条件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。
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（文字・活字文化の国際交流） 

第九条  国は、できる限り多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるよう

にするとともに我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、我

が国においてその文化が広く知られていない外国の出版物の日本語への翻訳

の支援、日本語の出版物の外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化の

国際交流を促進するために必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学術的出版物の普及） 

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術

研究の成果についての出版の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めるよう

にするため、文字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい

行事が実施されるよう努めるものとする。 

 

（財政上の措置等） 

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施

するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

   附 則  

 

 この法律は、公布の日から施行する。  



第３次 千葉市子ども読書活動推進計画 ～おはなし・読書 ちばプラン～ 

 

巻末資料 「千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱」 43 

千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 千葉市子ども読書活動推進計画を実効性のあるものとするため、進捗

状況を確認し、必要な修正を加えながら総合的・継続的に展開する組織とし

て、千葉市子ども読書活動推進会議（以下「推進会議」という）を設置する。 

（組織） 

第２条 推進会議は、別表第１に掲げる者をもって組織する。 

（委員長及び副委員長） 

第３条 推進会議に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、生涯学習部長をもって充てる。 

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、学校教育部長及び中央図書館長をもって充てる。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠け

たときはその職務を代理する。 

（会議） 

第４条 推進会議は、必要に応じて委員長が招集する。 

（担当者会議） 

第５条 推進会議の事務を調整するため担当者会議を設置する。 

２ 担当者会議は、中央図書館管理課長、指導課長及び別表２に掲げる課等に

所属するもののうち当該課等の長が指定する者をもって組織する。 

３ 担当者会議に座長及び副座長を置く。 

４ 座長は、中央図書館管理課長、副座長は、指導課長をもって充てる。 

（事務局） 

第６条 推進会議の事務局を中央図書館管理課に置く。 

（委任） 

第７条 この要綱で定めるもののほか、推進会議の運営に関して必要なことは、

委員長が別に定める。 

 

附 則  １ この要綱は、平成１６年５月２８日から施行する。 

附 則  １ この要綱は、平成２２年５月２６日から施行する。 

附 則  １ この要綱は、平成２３年５月２５日から施行する。 

附 則  １ この要綱は、平成２８年４月 １日から施行する。 

 



第３次 千葉市子ども読書活動推進計画 ～おはなし・読書 ちばプラン～ 

 

44               巻末資料 「千葉市子ども読書活動推進会議設置要綱」 

 

 

別表第１（第２条関係） 

教育委員会事務局 

生涯学習部長、学校教育部長、中央図書館長、総務課長、企画課長、

教職員課長、指導課長、教育センター副所長、生涯学習振興課長、 

中央図書館管理課長、中央図書館情報資料課長 

市 民 局 市民総務課長、男女共同参画課長 

保 健 福 祉 局 健康支援課長 

こ ど も 未 来 局 こども企画課長、健全育成課長、幼保支援課長、幼保運営課長 

 

別表第２（第５条関係） 

教育委員会事務局 
総務課、企画課、教職員課、指導課、教育センター、生涯学習振興課、

中央図書館管理課、中央図書館情報資料課 

市 民 局 市民総務課、男女共同参画課 

保 健 福 祉 局 健康支援課 

こ ど も 未 来 局 こども企画課、健全育成課、幼保支援課、幼保運営課 
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子どもの読書活動を取り巻く環境の変化について 

※「千葉県子どもの読書活動推進計画」（第三次）より抜粋 

 

１ 「国民読書年」（平成２２年）の取組  

平成２０年６月の国会決議により、平成２２年を「国民読書年」とすること

が定められました。同決議書では、読書推進に向けた機運を高めていくため、

「政官民が協力のもと、国をあげてあらゆる努力を重ねること」が宣言され、

図書館をはじめ、様々な場所で国民読書年にちなんだ行事や取組が推進されま

した。 

この取組の一環として、平成２２年７月、文部科学省に「国民の読書推進に

関する協力者会議」が設置され、同会議の報告書「人の、地域の、日本の未来

を育てる読書環境の実現のために」（平成２３年９月）において、「読書で人

を育てる、『読書を支える人』を育てる」「住民参加で自治体ごとの『読書環

境プラン』(仮称)を策定し、実現する」「読書の新しい可能性や将来像を構想

し、推進するためのプラットフォーム(基盤となる『場』)をつくる」が提言さ

れました。 

 

２ 新しい情報通信技術を活用した読書環境の拡大  

近年の情報通信技術の発達は、子どもの読書環境にも大きな影響を与える可

能性があります。例えば、平成２２年は「電子書籍元年」と呼ばれ、電子書籍

が次々に出版され、読書を楽しむための新しい電子端末も相次いで登場しまし

た。その後も電子書籍が急速に普及しつつあることから、今後の推移について

十分留意する必要があります。 

 

３ 学習指導要領の全面実施  

平成２３年度から学校種毎に順次全面実施されてきた学習指導要領では、そ

の総則において、学校図書館を利用しその機能の活用を図り、児童・生徒の主

体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること等を定めています。 

なお、幼稚園教育要領（平成２０年文部科学省告示）では、幼児が絵本や物
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語等に親しめるようにすることを定めています。 

 

４ 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」の改正  

平成２４年１２月に「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」が改正され

ました。そこには、①社会の変化や新たな課題への対応②図書館法の改正への

対応③情報化への進展の対応④都道府県及び市町村の役割の明確化(都道府県

立図書館は、域内の市町村立図書館や図書館未設置市町村に対する支援等を行

うとともに、住民の直接利用に対応する体制も整備すること。市町村立図書館

は、地域の実情に応じ、住民のための資料や情報の提供等直接的なサービスを

行うこと)等の視点が盛り込まれています。 

 

５ 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第三次）」の策定  

平成２５年５月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第三次）」

が閣議決定されました。特に①市町村計画策定率の向上(市100％、町村70％)

②不読率の改善（１０年で半減）③地域における子どもの読書活動の推進④学

校等における子どもの読書活動の推進⑤「子ども読書の日」を中心とする広報

啓発の促進について留意して、各種施策のより一層の充実を図るよう通知があ

りました。 

 

６ 「学校図書館法」の改正  

厳しい財政状況の中でも、学校図書館担当職員を配置する学校は近年一貫し

て増加しています。平成２６年には学校図書館活動の充実を図る上で有効な学

校司書の配置の努力義務規定が新設されました。また、その資質向上について、

平成２５年に有識者等の協力者を得て、学校図書館担当職員の役割及びその資

質向上に関する調査研究を行い、関係者が共有する一定の方針が示されました。 
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